
【合成桁形式の違いによる施工方法】

 地耐力のある地盤

ステージング（ベント）は全支間に渡り設置する
（鋼重と床版に耐えるベント断面が必要）

ステージングは鋼桁と床版の施工時に
設置する（なお地覆、舗装は含めない）

【死活荷重合成桁】

ベントは鋼桁架設時のみに設置する

ベントは鋼桁の現場連結部付近のみでよい
（鋼重のみに耐えるベント断面でよい）

既存道路（交通の開放）

【活荷重合成桁】
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上フランジハンチ勾配１：３以上
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床版が硬化するまでの状態

床版が硬化した後

床版の有効幅床版の有効幅

【死活荷重合成桁】 【活荷重合成桁】

合成前荷重による 合成後荷重による

活荷重合成桁は、合成前と合成後の各荷重による作用応力度の足し合わせとなる。

スタッド等

下フランジ

鋼桁の中立軸

【合成桁の各部名称と各部の作用応力度の説明図】


